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　FAB法は、試料調整の点でもMALDI法やESI法と比較し
て、シンプルかつ簡便なイオン化法であり、主に手頃な質
量範囲と精密質量測定を可能とする高分解能の双方を兼
ね備えた磁場型質量分析計と組み合わせて、化合物の組
成決定に用いられていた。
　しかしながら、MALDI法やESI法といったソフトイオン
化法の発展、磁場型質量分析計の衰退により、現在は一
部の分析室でのみ稼働している状況である。その主な理
由としては、①FAB法はMALDI法やESI法と比較してサン
プル消費量が多い、②磁場型質量分析計は大きく、重
く、装置の維持が困難、等が挙げられる。
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FABイオン源を搭載した高性能小型マルチターン飛行時間型質量分析計の開発
◯長尾博文・三木伸一（MSI.TOKYO株式会社）
Development of a miniaturized high performance multi-turn TOF mass spectrometer with a FAB ion source
◯H.Nagao, S.Miki (MSI.TOKYO INC.)

➡ 分解能：≒30000

➡ 質量精度：< ±0.005 u

➡ 繰り返し周波数：500 Hz

➡ サイズ：L580×W230×H520 mm3 

➡ 重さ：Approx.45 kg

アプリケーションデータ評価実験開発した装置はじめに

マルチターン型飛行時間型質量分析分析部
★イオンゲートによりイオンの追い抜き除去
★１周あたりの飛行距離：0.66 m

タイミングチャート

短所
　★サンプル消費量が多い
　★大きく、重い
　★磁場のスキャン速度が遅い

しかしながら、その測定の簡便さ、適用可能試料、精密
質量測定などの利点を考慮するとFABを搭載した磁場型質
量分析計は現代においても重要な装置の一つであると考
えられる。
　本研究では上記の問題点を改善すべく、ベンチトップ
型TOF-MSを開発したので発表する。

長所
　★高質量分解能
　★高質量精度
　★優れた定量性
　★簡便な利用性
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FAB-磁場型質量分析計

サンプルプローブ
★真空を破らずに簡単に交換可能

FABイオン源
★２次イオンの加速エネルギー：5 keV

★サンプル消費量を最小限に抑えるため、FABビームをパルス化

☆周回数と分解能の関係（レセルピン+グリセロール）

☆FABパルスビームとイオンの加速のタイミング(D)の関係

６周回で分解能１００００を達成

イオンを加速すると同時もしくは1us後にFABの
パルスをOFFにすれば、最も強い強度が得られる

イオンを加速する0.5～2ms手前だけFABビームをON
にすれば、イオン強度は十分に保つことができる

Sample: Vitamin-B12

Matrix: Tio-Glycerol
Resolution: 4000

Sample: Erythromysin
Matrix: Glycerol
Resolution: 4400

Sample probe

FAB gun
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1P-17

Sample: PEG600
Matrix: m-NBA
Resolution: 6500 

☆FABビームのパルス幅(W)とイオン強度の関係


